
 

 

  「お子さんのこんなこと、気になっていませんか？」 

                                  特別支援教育主任 和田玲子 

  4月下旬に配布したプリントのタイトルです。その中に「子供には一人ひとり違った個性があります。

誰にでも得意なことや苦手なことがあります。その子なりの頑張りを認め、励まし、自信をもつことがで

きるようにしましょう。」とあります。周囲からの理解

や対応が適切でないとき、非難されたり、怒られたりと

いうような失敗経験を繰り返すことが多くなり、やる気

がわいてこなかったり、自分に対して否定的になったり

します。保護者も教師も日々、自分の目の前にいる子ど

もにはどんな個性があるだろう、どんな支援ができるだ

ろうと考えているのではないでしょうか。お互いに一人

で抱え込まず、情報を共有し、話すことで余裕ができた

り、いいアイデアが浮かんだりします。本校には２名の

特別支援教育コーディネーターがいます。気になること

があればお声がけください。 

  ＜支援の手立ての例（引用 特別な支援を必要とする子どもへの理解と支援 愛媛県教育委員会）＞ 

作図をすることが苦手である。 

➡滑りにくい定規や、メモリが見やすい分度器などを試しながら、児童が一番使いやすい道具を使うよ

うにする。 

➡道具の使い方をイラストや写真、動画などで確認してから、作業に取りかかるようにする。など     

【遠足・家庭科・修学旅行の感想】 

1 年生 
 ともだちとおにごっこをしたり、ゆうぐであそんだりして、たのしかったよ。おべんとうもおいし

かったよ。はじめて、ゆのやまのえれべえたあにのって、びっくりしました。 

2 年生 
 みんなとあそべてたのしかったし、みんなとたべるおべんとうはおいしかったです。とてもあつか

ったけれど、ゆうぐの中はすずしくて気もちよかったです。あるくのも大へんでした。 

3 年生 
 道後公園では、おにごっこや宝探しをしてあそびました。いろいろな花や木がありました。てんぼ

う台にも上りました。すごく高くて、大きなマンションやくるりんも見えました。楽しかったです。 

4 年生 
 市之井手浄水場の見学では、たくさんのおどろきや発見がありました。浄水場で働く方々のような

責任のある仕事をやってみたいと思いました。公園では、思いっきり遊んできずなが深まりました。 

5 年生 
 家庭科の調理実習で、ほうれん草をゆでておひたしを作りました。学校でしたことを思い出しなが

ら、家でも作ってみると家族が「おいしかったよ。」とほめてくれたのでとてもうれしかったです。 

6 年生 
 広島の平和資料館では、実際に被爆した物や写真を自分で見ることで、本当に戦争はいけないこと

だと理解しました。学ぶところでは学び、楽しむところでは楽しむことができた修学旅行でした。 

ささのこ 
 修学旅行でみんなと一緒にミュージックコースターに初めて乗りました。友達と仲良く過ごせてよ

かったです。友達といろいろ会話をして仲間の大切さが分かりました。 
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← 学校のさらに詳しい情報は、 

湯山小学校ホームページまで。 
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